
一
、
緒
言

共
同
執
筆
者
・
町
は
、
現
在
も
東
京
神
田
神
保
町
で
書
道
用
品
店
を
営

む
玉
川
堂
が
、
明
治
期
に
は
貸
席
業
を
か
ね
、
そ
こ
で
漢
詩
結
社
の
例
会

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
と
お
し
て
、そ
の
歴
史
と
活
動
に
つ
い
て
、

以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
（
１
）

。
共
同
執
筆
者
・
川
邉
は
明
治
前
期
の
上

海
に
お
け
る
日
本
人
の
活
動
を
調
査
す
る
う
ち
に
、
東
本
願
寺
に
よ
る
中

国
で
の
布
教
活
動
（
２
）

が
明
治
期
の
非
常
に
早
い
段
階
で
開
始
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
興
味
を
持
ち
、
小
栗
栖
香
頂
・
石
川
舜
台
・
北
方
心
泉
・
松
本
白
華

ら
、
真
宗
大
谷
派
僧
侶
に
関
す
る
資
料
調
査
を
進
め
て
き
た
。
と
く
に
石

川
県
白
山
市
（
旧
松
任
市
）
本
誓
寺
と
同
市
立
松
任
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
松
本
白
華
に
関
す
る
文
書
資
料
（
３
）

を
見
て
い
く
過
程
で
、
白
華
が
「
玉
川

吟
社
」
と
い
う
漢
詩
結
社
に
属
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
玉
川
吟
社
が
、

玉
川
堂
を
例
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
漢
詩
結
社
で
あ
る
。
こ
こ
に
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お
い
て
、
玉
川
吟
社
と
そ
の
同
人
の
松
本
白
華
が
、
両
者
に
共
通
の
関
心

の
対
象
と
な
り
、
共
同
し
て
資
料
調
査
を
進
め
て
き
た
。

従
来
、
玉
川
吟
社
の
活
動
に
関
す
る
言
及
は
、
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、

そ
れ
ら
は
そ
こ
で
創
作
さ
れ
た
作
品
の
詩
文
と
し
て
の
特
徴
や
、
同
人
の

漢
詩
人
と
し
て
の
交
流
に
つ
い
て
の
言
及
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
（
４
）

。
し

か
し
、
漢
詩
結
社
の
意
義
、
と
く
に
当
該
期
の
漢
詩
結
社
の
意
義
を
詩
文

創
作
の
場
に
の
み
見
出
だ
す
こ
と
は
、十
分
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

松
本
白
華
に
関
し
て
は
、
欧
州
遊
学
中
（
明
治
五
〜
六
年
）
の
漢
文
体

日
記
『
白
華
航
海
録
（
５
）

』
が
比
較
的
世
に
知
ら
れ
、
ほ
か
に
富
山
廃
仏
事
件

や
浦
上
教
徒
配
流
事
件
の
際
の
護
法
活
動
と
、
上
海
別
院
で
の
布
教
活
動

を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
伝
記
も
編
ま
れ
て
お
ら

ず
、
研
究
が
緒
に
つ
い
て
い
な
い
（
６
）

。
な
ぜ
、
石
川
県
の
僧
侶
が
、
明
治
初

年
に
東
京
神
田
で
開
か
れ
た
漢
詩
結
社
に
参
加
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
自
体
が
、
必
ず
し
も
自
明
な
こ
と
に
属
さ
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
松
本
白
華
が
玉
川
吟
社
の
同
人
と
し
て
活
動
し
た

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

松
本
白
華
と
玉
川
吟
社
の
人
々

川
邉
　
雄
大
・
町
　
泉
寿
郎
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明
治
十
年
以
前
に
限
定
し
、
そ
の
時
期
の
松
本
白
華
の
活
動
を
で
き
る
だ

け
明
ら
か
に
し
た
い
。
東
本
願
寺
を
取
り
巻
く
当
該
期
の
絡
み
合
っ
た
諸

相
を
、
こ
れ
ま
で
そ
の
活
動
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
松
本
白
華
と
い

う
人
物
を
通
し
て
、少
し
で
も
解
き
ほ
ぐ
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
松
本
白
華
と
漢
詩
人
た
ち
の
写
真

現
在
、
本
誓
寺
に
古
い
二
枚
の
集
合
写
真
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
枚

は
十
名
の
集
合
写
真
で
（
以
下
、〔
写
真
１
〕）、
写
真
の
上
下
隅
に
白
華

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
氏
名
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
上
段

右
か
ら
順
に
、
松
本
白
華
・
南
摩
綱
紀
・
秋
月
得
生
軒
・
長
翁
・
池
上
一

郎
・
吉
雄
敦
、
下
段
右
か
ら
順
に
宮
川
清
之
丞
・
西
嶌
青
浦
・
長
大
丞
・

斎
藤
拝
石
。

も
う
一
枚
は
十
六
名
の
集
合
写
真
で
あ
り
（
以
下
、〔
写
真
２
〕）、
写

真
の
裏
に
白
華
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
氏
名
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
下
段
右
か
ら
順
に

南
竹マ

マ

冨
先
生
・
梅
外
長
先
生
・
拝
石
斎
藤

先
生
・
香マ

マ

坂
雲
山
先
生
、
中
段
右
か
ら
順
に
堤
静
斎
君
・
遠
田
証マ

マ

庵
君
・

長
古
雪
君
・
長
三
洲
君
・
竹
陽
石
井
君
・
小
栗
元
園
君
、
上
段
右
か
ら
順

に
広
瀬
雪
空マ

マ

君
・
青
浦
西
嶋
君
・
逵
青

君
・
秋
月
士
新
君
・
竹
中
煮
雪

君
・
白
華
在
隠
。

こ
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、〔
写
真
１
〕〔
写
真
２
〕
は
、
白
華
が
東
京
に
お
い

て
属
し
た
漢
詩
結
社
の
同
人
た
ち
の
写
真
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

撮
影
時
期
は
〔
写
真
１
〕〔
写
真
２
〕
と
も
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

人
物
に
加
齢
等
に
よ
る
変
化
が
特
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
時
期
を
限
定
す
る
た
め
の
根
拠
と
し

て
は
、
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

〔
写
真
２
〕
の

南
竹
富
は
武
富
定
保
（
字
は
元
謨
、
号
は

南
）
の

こ
と
で
、
明
治
八
年
二
月
二
十
七
日
に
六
十
八
歳
で
歿
し
て
い
る
の
で
（
７
）

、

そ
れ
以
前
の
撮
影
で
あ
る
。
ま
た
、
長
三
洲
を
さ
す
「
長
大
丞
」
の
表
記

か
ら
考
え
る
と
、
長
三
洲
の
文
部
大
丞
在
任
期
間
、
す
な
わ
ち
明
治
五
年

十
月
十
三
日
〜
明
治
七
年
九
月
十
五
日
が
「
長
大
丞
」
と
称
さ
れ
う
る
期

間
で
あ
る
（
８
）

。
一
方
、
こ
の
時
期
は
白
華
の
渡
欧
時
期
（
明
治
五
年
九
月
〜

明
治
六
年
七
月
十
三
日
）
と
も
重
な
る
の
で
、
白
華
が
帰
国
し
た
明
治
六

年
七
月
十
三
日
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
見
る
時
に
、
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は

白
華
の
髪
型
と
服
装
で
あ
る
。
後
述
の
と
お
り
白
華
は
帰
朝
後
、
一
旦
、

本
山
執
事
補
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
辞
し
て
再
び
明
治
六
年
十
一

月
十
四
日
に
教
部
省
に
入
っ
た
（
９
）

。
白
華
の
髪
型
と
服
装
は
明
ら
か
に
俗
体

を
示
し
て
お
り
、
白
華
の
教
部
省
再
勤
（
明
治
六
年
十
一
月
十
四
日
〜
明

治
十
年
一
月
）
と
長
三
洲
の
文
部
大
丞
在
任
期
間
の
重
な
る
時
期
、
す
な

わ
ち
明
治
六
年
十
一
月
十
四
日
〜
明
治
七
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
写
真
１
〕〔
写
真
２
〕
の
各
人
の
生
歿
・
師
承
・
官
歴
等
に
つ
い
て
は

〔
図
表
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。



三
、
玉
川
吟
社
と
香
草
吟
社

次
に
白
華
が
属
し
た
漢
詩
結
社
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
既
述
し
た
玉
川

吟
社
の
ほ
か
に
、
香
草
吟
社
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

九
段
坂
下
を
流
れ
る
玉
川
（
日
本
橋
川
）、
俎
橋
附
近
に
あ
っ
た
玉
川

堂
の
貸
席
で
は
毎
月
十
六
日
、
吟
社
が
開
催
さ
れ
て
い
た
（
10
）

。
こ
れ
が
玉
川

吟
社
で
あ
る
〔
写
真
３
〕。
そ
の
同
人
を
明
治
十
三
年
刊
『
玉
川
吟
社
小

稿
』
第
一
集
に
よ
っ
て
姓
号
の
五
十
音
順
に
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ

る
（
11
）

。
青
木
樹
堂
、
秋
月
橘
門
（
12
）

、
浅
沼
巨
眼
、
綾
部
葛
里
、
有
馬
天
然
、
池

上
秦
川
、
石
井
南
橋
、
浦
田
改
亭
、
大
郷
学
橋
、
片
山
猶
存
、
清
川

揚
川
、
倉
富
篤
堂
（
13
）

、
高
阪
雲
山
、
後
藤
銕
耕
、
後
藤
柳
処
、
城
井
錦

原
、
関
雪
江
、
田
代
俊
二
（
14
）

、
棚
橋
松
村
、
棚
橋
梅
燥
、
長
古
雪
、
長

三
洲
（
15
）

、
長
梅
外
、

静
斎
、
遠
田
木
堂
、
富
谷
潤
谷
、
那
珂
梧
楼
、

南
摩
羽
峯
、
橋
詰
朴
斎
、
広
瀬
青
村
、
広
瀬
雪
堂
、
藤
田
呉
江
、
松

本
白
華
、
水
谷
奥
嶺
、
宮
崎
蘇
庵
、
森
春
濤
、
吉
雄
菊
瀕

明
治
十
八
年
刊
『
玉
川
吟
社
小
稿
』
第
二
集
の
所
収
の
同
人
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
（
一
集
既
出
の
同
人
に
は
傍
線
を
附
し
た
）。

秋
月
橘
門
、
綾
部
葛
里
、
池
上
秦
川
、
岩
村
礫
水
、
上
杉
信
斎
、
浦

田
改
亭
、
瓜
生
梅
村
、
大
郷
学
橋
、
小
野
湖
山
、
片
山
猶
存
、
勝
部

五
松
、
清
川
揚
川
、
城
井
錦
原
、
後
藤
冠
山
、
後
藤
銕
耕
、
後
藤
柳
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処
、
近
藤
鐸
山
、
相
良
錦
谷
、
桜
井
竹
崖
、
関
根
癡
堂
、
棚
橋
松
村
、

棚
橋
梅
巷
、
太
郎
舘
耻
亭
、
長
古
雪
、
長
三
洲
、
長
梅
外
、
　
静

斎
、
友
石
涜
堂
、
那
珂
梧
楼
、
中
川
泰
菴
、
中
沢
琴
陵
、
南
摩
羽
峯
、

西
秋
谷
（
16
）

、
深
江
帆
桃
、
藤
田
呉
江
、
水
谷
奥
嶺
、
森
春
濤
、
山
内
香

渓
、
吉
雄
菊
瀕
、
渡
並
亭
亭

小
栗
元
園
『
布
学
懐
旧
詩
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

玉
川
堂
例
会
、
以
十
六
日
為
期
、
劉
長
二
翁
為
社
主

劉
長
父
子
是
先
生
　
　
青

白
華
呼
做
兄

文
酒
会
中
無
別
楽
　
　
風
流
界
裏
有
餘
栄

楓
留
残
照
夕
逾
麗
　
　
菊
過
重
陽
秋
更
清

尤
喜
主
人
多
雅
致
　
　
一
家
経
済
管
為
城

秋
月
橘
門
・
長
梅
外
が
社
主
で
あ
り
、
小
栗
は
こ
の
二
人
と
秋
月
必

山
・
長
三
洲
を
先
生
、
辻
青

・
松
本
白
華
を
兄
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
前
述
の
と
お
り
武
富

南
・
長
梅
外
・
高
阪
雲
山
・
斎

藤
拝
石
を
、
白
華
は
先
生
と
呼
称
し
て
い
た
（〔
写
真
２
〕
裏
書
）。
当
時

の
白
華
の
『
西
塘
丁
丑
詩
稿
（
17
）

』
に
は
長
梅
外
・
長
三
洲
・
長
古
雪
・
西
島

青
浦
・
斎
藤
拝
石
・
辻
青

ら
と
の
交
友
の
詩
が
数
多
く
見
出
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
人
々
が
白
華
に
と
っ
て
同
人
の
中
で
も
特
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

玉
川
吟
社
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
山
本
佐
貴
「
咸
宜
園
門
人

た
ち
の
詩
社
「
玉
川
吟
社
」
に
関
す
る
考
察
（
18
）

」
が
あ
り
、
活
動
時
期
を
少

な
く
と
も
明
治
十
年
ご
ろ
か
ら
二
十
年
ご
ろ
ま
で
と
規
定
し
、
一
部
の
同
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人
に
つ
い
て
そ
の
伝
記
に
言
及
し
つ
つ
、
同
人
・
詩
風
と
も
に
咸
宜
園
の

流
れ
を
く
ん
で
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
山
本
氏
に
よ
れ
ば
、『
玉

川
吟
社
小
稿
第
一
集
』
三
十
七
人
の
う
ち
咸
宜
園
出
身
者
お
よ
び
関
係
者

は
十
二
人
（
含
白
華
）
で
あ
る
。〔
写
真
１
・
２
〕
の
二
十
一
人
（
除
重

複
）
中
に
つ
い
て
同
様
に
数
え
れ
ば
十
人
（
含
白
華
）
に
の
ぼ
る
（
19
）

。
た
だ

し
、
山
本
氏
が
咸
宜
園
門
人
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
以
っ
て
、

咸
宜
園
出
身
か
ど
う
か
を
判
定
し
て
い
る
点
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
後
述

の
と
お
り
松
本
白
華
の
よ
う
に
、
日
田
遊
学
経
験
を
持
た
ず
、
大
坂
の
旭

荘
に
入
門
し
た
者
も
あ
る
こ
と
は
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た

見
地
か
ら
す
れ
ば
咸
宜
園
の
流
れ
を
汲
む
者
の
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
。

ま
た
吟
社
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
一
集
の
編
者

正
斎
の
養
子

で
あ
っ
た
吉
田
学
軒
の
「
玉
川
吟
社
詩
稿
序
（
20
）

」
か
ら
、
明
治
四
年
に
長
梅

外
・
秋
月
橘
門
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
六
七
年
間
の
盛
時
を
経
て
、
那
珂

梧
楼
（
明
治
十
二
年
歿
）、
秋
月
橘
門
（
同
十
三
年
）、
大
郷
学
橋
（
同
十

四
年
）、
長
古
雪
（
同
十
六
年
）、
広
瀬
青
邨
（
同
十
七
年
）、
長
梅
外
・

藤
田
呉
江
（
同
十
八
年
）
と
い
っ
た
中
核
同
人
の
相
継
ぐ
死
去
に
よ
っ
て

衰
微
し
、

正
斎
（
同
二
十
五
年
）、
長
三
洲
（
同
二
十
八
年
）
の
死
に

よ
っ
て
、
全
く
そ
の
活
動
を
停
止
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

白
華
が
社
中
に
あ
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
の
上
京
直
後
か
ら
、
渡
欧
時

期
を
は
さ
ん
で
、
明
治
十
年
の
上
海
渡
航
ま
で
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示

す
資
料
と
し
て
、
白
山
市
立
松
任
図
書
館
所
蔵
の
『
玉
川
吟
社
詩
』〔
写

真
４
〕
と
題
す
る
本
誓
寺
所
蔵
の
、
詩
題
に
「
玉
川
吟
社
」
の
名
を
記
し

た
詩
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
面
、玉
川
吟
社
は
単
に
詩
文
に
研
鑽
す
る
団
体
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

咸
宜
園
一
門
の
よ
し
み
に
よ
っ
て
集
う
団
体
と
し
て
、
こ
こ
で
の
人
脈
が

政
府
へ
の
出
仕
と
い
っ
た
面
で
も
機
能
し
た
と
見
ら
れ
る
。
同
人
、
特
に

第
一
集
に
入
集
し
て
い
る
同
人
の
多
く
は
薩
長
土
肥
以
外
の
出
身
で
あ

り
、
純
粋
な
文
人
た
ち
の
漢
詩
結
社
と
い
う
よ
り
は
、
吟
社
の
主
宰
者
で

あ
り
新
政
府
の
官
員
と
し
て
有
望
な
長
三
洲
を
頼
っ
て
集
ま
っ
た
と
い
う

面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
明
治
五
年
三
月
十
一
日
に
長
三
洲
が
江
藤
新
平
に

当
時
、
失
職
中
の

静
斎
（
21
）

の
出
仕
を
働
き
か
け
た
書
翰
を
あ
げ
た
い
（
22
）

。

（
前
略
）
兼
而
申
上
置
候

生
一
条
、
如
何
御
処
分
被
成
下
候
哉
、
取
捨

被
仰
聞
被
下
候
ハ
ゝ
難
有
奉
存
候
。
同
人
も
久
布
罷
官
、
頗
有
寒
色
候
故
、

不
顧
冒
達
、
毎
々
申
出
候
事
ニ
御
座
候
。
御
諒
恕
被
下
度
奉
冀
候
。
右

草
々
頓
首
。

三
月
十
一
日
　

尚
々
同
人
儀
ニ
付
、
何
か
故
障
之
儀
有
之
候
ハ
ゝ
無
御
包
蔵
申
聞
可
被
下

候
。

江
藤
副
議
長
殿
　
急
啓
　
長

こ
の
日
の
う
ち
に
江
藤
か
ら
長
三
洲
に

に
関
す
る
照
会
を
も
と
め
る

返
事
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
同
日
に
三
洲
か
ら
再
度
、
次
の
書
簡
が
江
藤
に

出
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
江
藤
と
長
三
洲
の
親
し
い
関
係
が
看
取

さ
れ
る
。



御
細
諭
辱
奉
拝
領
候
。

生
ハ
元
弾
正
之
少
諭マ
マ

相
勤
居
候
。
其
人
文
筆
書

記
等
之
儀
長
処
ニ
有
之
、
其
他
随
分
御
用
立
可
申
候
。
大
掌
記
・
権
大
掌

記
之
処
相
応
歟
与
奉
存
候
。
静
岡
県
人
に
て
、
赤
阪
ニ
住
し
候
。
右
申
上

置
候
間
可
然
奉
願
候
。
草
々
頓
拝
　
三
月
十
一
日
　

緘
　
江
藤
副
議
長
殿
　
差
上
置
　
拝
啓
　
長

の
前
歴
を
説
明
し
、
得
意
分
野
を
述
べ
て
相
応
す
る
地
位
を
も
と
め

て
い
る
。
三
通
目
の
三
月
十
九
日
付
の
江
藤
に
あ
て
た
三
洲
の
書
簡

は
、

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。
こ
の
と
き

は
教

部
省
八
等
出
仕
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
白
華
の
教
部
省

出
仕
も
、
長
三
洲
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
明
治
四
年
（
一
八
七
二
）
に
白
華
が
東
京
に
出
て
入
社
し
た
と

さ
れ
る
（
23
）

香
草
吟
社
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
が
『
日
本
に
お
け
る
中

国
文
学
Ⅰ
―
日
本
琢
詞
史
話
上
―
（
24
）

』
の
中
で
取
上
げ
て
い
る
。
神
田
が
用

い
た
資
料
は
、
蕪
城
秋
雪
『
雲
烟
逸
話
（
25
）

』
と
『
香
草
詞
餘
（
26
）

』〔
写
真
５
〕

で
あ
る
。
神
田
に
よ
れ
ば
、
同
社
の
詩
風
は
咸
宜
園
の
流
れ
を
受
け
つ
い

で
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
琢
詞
の
製
作
を
主
と
す
る
吟
社
で
あ
る
。

香
草
吟
社
は
、
ほ
ぼ
毎
月
二
十
五
日
に
持
回
り
で
同
人
の
自
宅
で
開
催

さ
れ
て
い
た
。『
香
草
詞
餘
』
に
は
、
明
治
七
年
十
一
月
か
ら
明
治
九
年

三
月
ま
で
の
合
計
二
十
三
回
に
亙
る
吟
社
の
開
催
場
所
・
詩
題
・
漢
詩
が

集
録
さ
れ
て
お
り
、
白
華
は
そ
の
う
ち
の
十
四
回
に
参
加
し
て
作
詩
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
明
治
八
年
二
月
二
十
五
日
・
十
月
二
十
五
日
・
九
年
三

月
・
十
月
の
四
回
は
、
仙
露
閣
、
す
な
わ
ち
白
華
宅
で
詩
会
が
行
わ
れ
て

―269―

松本白華と玉川吟社の人々

い
る
。

『
香
草
詩
餘
』
に
詞
を
収
め
る
六
人
（
三
洲
、
梅
外
、
古
雪
、
白
華
、

青

、
拝
石
）
を
、
神
田
は
初
期
の
同
人
と
し
て
お
り
、
こ
の
六
人
の
う

ち
〔
写
真
１
〕
で
は
辻
青

・
長
古
雪
を
除
く
四
人
が
、〔
写
真
２
〕
で

は
六
人
全
員
が
写
っ
て
い
て
（
27
）

、
本
稿
が
推
定
し
た
〔
写
真
１
〕〔
写
真
２
〕

の
撮
影
時
期
（
明
治
六
年
十
一
月
十
四
日
〜
七
年
九
月
十
五
日
）
と
神
田

の
見
解
は
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
香
草
吟
社
は
、
主
催
者
と
同
人
が
玉
川
吟

社
と
ほ
ぼ
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
雲
烟
逸
話
』
で
は
、
こ
の

他
に
同
人
と
し
て
、
森
春
濤
・
森
槐
南
・

静
斎
・
秋
月
必
山
・
西
島
青

浦
・
寺
西
痴
雲
・
池
上
秦
川
・
瓜
生
三
寅
・
城
井
錦
原
・
江
間
萬
里
（
28
）

・

蕪
城
秋
雪
（
29
）

を
挙
げ
て
い
る
。

四
、
松
本
白
華
と
漢
詩

こ
こ
で
玉
川
吟
社
・
香
草
吟
社
に
参
加
す
る
ま
で
の
松
本
白
華
の
漢
詩

歴
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
き
た
い
。
真
宗
の
宗
学
を
除
け
ば
、
白
華
が

も
っ
と
も
研
鑽
し
た
の
は
漢
詩
（
30
）

で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
人
脈
の
形
成
も

漢
詩
を
仲
立
ち
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

白
華
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
三
月
に
江
戸
遊
学
、
四
月
六
日
に
は

得
度
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
31
）

。

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
京
都
に
出
て
宮
原
節
庵
（
32
）

に
書
を
、
海
原
謙

蔵
・
劉
昇
（
33
）

に
漢
籍
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
（
34
）

。
劉
昇
は
広
瀬
淡
窓
の
門
人
で
あ
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り
、
白
華
の
旭
荘
入
門
を
仲
介
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
、
大
坂
の
広
瀬
旭
荘
（
35
）

の
門
に
入
る
。
こ
こ

で
長
三
洲
・
劉
石
秋
・
柴
秋
邨
を
は
じ
め
と
す
る
咸
宜
園
・
旭
荘
門
下
生

た
ち
に
出
会
っ
て
い
る
。
こ
の
交
友
に
よ
り
、
作
詩
文
の
ほ
か
に
白
華
に

「
憂
国
の
志
」
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
36
）

。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月
に
長
兄
が
歿
し
た
た
め
遊
学
よ
り
帰

郷
し
て
い
る
（
37
）

。
安
政
六
年
末
に
旭
荘
が
松
任
を
訪
れ
た
時
に
白
華
と
再
会

し
、
安
政
七
年
元
旦
を
本
誓
寺
で
迎
え
て
い
る
（
38
）

。
こ
の
前
後
の
旭
荘
の
日

記
に
見
え
る
三
宅
忠
（
号
松
碓
）
と
は
、
松
任
出
身
の
白
華
の
詩
友
で
、

前
述
し
た
蕪
城
秋
雪
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
後
、
白
華
は
再
び
京
坂
に
遊
学
し
、
後
述
す
る
護
法
場
で
宗
学
を

修
め
る
傍
ら
、
引
き
つ
づ
き
旭
荘
に
学
ん
で
い
る
。
白
華
詩
稿
（
39
）

に
は
、
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
と
九
月
一
日
の
旭
荘
朱
批
が
残
さ
れ
て
い
る

〔
写
真
６
〕。

そ
の
後
、
明
治
四
年
に
上
京
し
た
と
き
の
詩
稿
『
辛
未
東
遊
稿
（
42
）

』
が
残

さ
れ
て
お
り
、
同
年
六
月
三
日
の
柳
北
の
朱
批
が
あ
り
〔
写
真
７
〕、
大

槻
磐
渓
・
成
島
柳
北
・
東
条
琴
台
・
大
沼
枕
山
・
松
翠
（
現
如
）
・
安
井

青
軒
等
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ほ
か
、
幕
末
金
沢
時
代

の
詩
稿
に
は
永
山
平
（
40
）

や
石
川
舜
台
（
41
）

の
朱
批
も
見
ら
れ
る
。

五
、
幕
末
の
東
本
願
寺
と
松
本
白
華

上
述
の
と
お
り
、〔
写
真
１
〕〔
写
真
２
〕
は
明
治
六
年
十
一
月
十
四
日

〜
明
治
七
年
九
月
十
五
日
の
時
期
に
撮
影
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

れ
が
松
本
白
華
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う

な
存
在
と
し
て
松
本
白
華
が
こ
の
写
真
に
納
ま
っ
て
い
る
の
か
、
白
華
の

事
績
と
絡
め
て
、
以
下
に
説
明
を
加
え
た
い
。
ま
ず
は
幕
末
維
新
期
の
東

本
願
寺
の
な
か
で
、
松
本
白
華
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
般
的
に
仏
教
諸
宗
が
明
治
維
新
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
受
け
た
の
に
比

較
し
て
、
東
西
本
願
寺
の
被
害
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
本
願
寺
は
最
後
ま
で
幕
府
側
を
支
持
し
、
ま
た
幕
末
に
二
度

に
わ
た
っ
て
本
堂
を
焼
失
し
、
そ
の
再
建
費
用
も
か
さ
む
困
難
な
情
況
の

中
で
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
長
州
・
朝
廷
側
に
つ
い
た
西

本
願
寺
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

従
来
、
幕
藩
体
制
に
お
い
て
本
願
寺
の
宗
政
は
坊
官
を
は
じ
め
と
し
た

寺
侍
と
よ
ば
れ
る
家
臣
団
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
き
た
。
東
本
願
寺
の
場

合
、
こ
れ
を
変
革
す
る
動
き
は
、
闡
彰
院
東
瀛
・
香
山
院
龍
温
を
中
心
と

し
た
護
法
場
内
に
あ
っ
た
（
43
）

。
護
法
場
は
、
従
来
か
ら
の
宗
学
研
修
施
設
で

あ
る
高
倉
学
寮
に
加
え
て
、明
治
元
年
に
新
設
さ
れ
た
教
育
施
設
で
あ
る
。

明
治
四
年
十
月
十
日
に
は
寺
務
所
が
開
局
し
、
議
事
に
法
因
寺
契
縁
・

養
源
寺
空
観
・
永
順
寺
舜
台
が
就
任
し
た
。
同
五
年
二
月
三
十
日
に
は
旧

臣
七
名
が
京
都
府
大
参
事
槇
村
正
直
よ
り
寺
務
を
執
る
こ
と
を
禁
じ
ら

れ
、
三
月
十
一
日
に
新
た
に
五
名
（
法
因
寺
〈
渥
美
〉
契
縁
・
円
覚
寺



〈
篠
原
〉
順
明
・
願
隆
寺
〈
小
早
川
〉
大
船
・
永
順
寺
〈
石
川
〉
舜
台
・

願
生
寺
〈
白
川
〉
慈
孝
）
が
「
改
正
掛
」
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
新

政
府
の
後
押
し
の
も
と
に
東
本
願
寺
内
の
人
事
刷
新
が
行
わ
れ
、
従
来
の

坊
官
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
山
と
末
寺
は
坊
官
を
介
さ
な

い
僧
侶
に
よ
る
直
結
し
た
寺
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
以
後
こ
の
五
人
が

東
本
願
寺
の
宗
務
の
中
核
を
担
っ
て
い
く
（
44
）

。

こ
れ
ら
の
人
物
は
宗
学
の
面
で
は
香
山
院
門
下
で
あ
り
、
白
華
も
そ
の

同
門
で
あ
っ
た
（
45
）

。
一
方
、
白
華
は
護
法
場
入
門
前
に
す
で
に
大
坂
の
旭

荘
の
塾
で
学
ん
だ
咸
宜
園
の
流
れ
を
汲
む
人
物
で
あ
り
、
明
治
五
年
に
共

に
洋
行
す
る
関
信
三
や
、
白
華
と
同
じ
く
玉
川
・
香
草
吟
社
同
人
で
あ
る

小
栗
元
園
と
そ
の
兄
の
小
栗
栖
香
頂
も
咸
宜
園
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

護
法
場
も
香
山
院
が
寮
長
で
あ
っ
た
当
初
の
耶
蘇
教
に
対
す
る
破
邪
顕
正

の
た
め
の
機
関
か
ら
、
咸
宜
園
出
身
の
伏
成
が
寮
長
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
咸
宜
園
の
影
響
を
強
く
う
け
た
漢
学
塾
風
の
機
関
に
変
化
し
、
東
本

願
寺
内
の
教
育
機
関
が
一
時
期
、
咸
宜
園
の
学
風
の
強
い
影
響
を
う
け
る

こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
46
）

。

六
、
明
治
初
期
の
宗
教
政
策
と
松
本
白
華

次
に
、
明
治
初
期
に
お
け
る
政
府
の
宗
教
政
策
を
概
観
し
、
そ
う
し
た

な
か
で
松
本
白
華
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た

か
に
つ
い
て
、
述
べ
た
い
。
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明
治
四
年
一
月
の
寺
社
領
上
知
、
同
四
月
の
宗
門
改
め
・
寺
請
け
制
度

の
廃
止
と
そ
れ
に
変
わ
る
氏
子
取
調
と
い
っ
た
一
連
の
政
策
は
、
土
地
所

有
と
戸
籍
と
い
う
封
建
的
基
盤
の
奪
取
と
し
て
は
、
版
籍
奉
還
の
一
環
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
政
策
で
あ
る
。
寺
社
を
所
管
す
る
役
所
が
民
部
省
社
寺

掛
（
明
治
三
年
七
月
〜
）、
同
省
寺
院
寮
（
同
閏
十
月
〜
）、
大
蔵
省
戸
籍

寮
社
寺
課
（
明
治
四
年
七
月
〜
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
尊
王
的
国
家
主
義

と
そ
の
関
連
施
設
を
除
け
ば
、
政
府
の
寺
社
に
対
す
る
関
心
が
そ
の
有
し

た
土
地
・
戸
籍
に
強
く
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
（
47
）

。

宗
教
本
来
の
民
衆
教
化
の
面
に
関
し
て
は
、
神
祇
官
再
興
（
慶
応
四
年

三
月
十
三
日
）
や
寺
院
の
過
酷
な
統
廃
合
（
そ
れ
ら
が
社
会
現
象
化
し
た

も
の
と
し
て
の
廃
仏
棄
釈
運
動
）
な
ど
、
神
道
優
遇
・
仏
教
冷
遇
が
め
だ

っ
た
明
治
初
年
を
す
ぎ
る
と
、
神
道
側
が
祭
政
一
致
構
想
の
非
現
実
さ
を

露
呈
し
て
神
祇
官
の
神
祇
省
へ
の
降
格
（
明
治
四
年
八
月
八
日
）
を
は
じ

め
と
す
る
地
位
低
下
を
た
ど
っ
た
。
神
道
側
が
国
民
教
化
に
実
績
を
上
げ

ら
れ
な
い
な
か
で
、
仏
教
勢
力
か
ら
の
働
き
か
け
が
実
を
結
び
、
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
三
月
十
四
日
に
は
神
祇
省
と
大
蔵
省
戸
籍
寮
社
寺
課
が

廃
止
さ
れ
て
教
部
省
が
開
設
さ
れ
、
四
月
二
十
五
日
に
は
同
省
に
教
導
職

が
置
か
れ
た
。
依
然
と
し
て
神
官
主
導
で
あ
る
こ
と
へ
僧
侶
側
か
ら
の
不

平
は
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
神
官
の
み
な
ら
ず
僧
侶
も
民
衆
教
化
の
公
職

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
48
）

。

明
治
四
年
十
一
月
か
ら
同
六
年
七
月
に
か
け
て
の
岩
倉
使
節
団
の
欧
米

諸
国
視
察
時
期
に
当
た
っ
て
、
留
守
政
府
を
あ
ず
か
る
立
場
に
あ
っ
た
佐
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賀
出
身
の
大
隈
重
信
・
江
藤
新
平
ら
が
、こ
う
し
た
宗
教
行
政
に
携
わ
り
、

教
部
省
は
彼
ら
に
よ
っ
て
専
断
的
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

松
本
白
華
は
か
く
て
明
治
五
年
、
四
月
十
二
日
に
教
部
省
十
等
出
仕
の

命
を
う
け
、
同
五
月
二
十
八
日
に
十
等
出
仕
・
兼
中
講
義
と
な
り
、
六
月

九
日
に
は
中
講
義
兼
職
を
解
か
れ
、
教
院
掛
・
改
正
掛
と
な
っ
た
。
こ
の

前
年
明
治
四
年
に
白
華
は
東
京
に
出
て
宗
名
回
復（
一
向
宗→

浄
土
真
宗
）

に
尽
力
し
た
。
こ
の
真
宗
に
と
っ
て
は
幕
府
時
代
以
来
の
懸
案
を
政
府
と

折
衝
す
る
間
に
、
旧
友
の
長
三
洲
と
再
会
し
た
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く

こ
れ
が
政
府
へ
の
出
仕
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

長
三
洲
（
大
学
少
丞
兼
制
度
局
）
は
明
治
四
年
四
月
、
伊
達
宗
城
・
柳

原
前
光
に
随
行
し
て
清
国
と
の
条
約
締
結
交
渉
に
あ
た
り
、
帰
国
後
、
新

設
さ
れ
た
文
部
省
に
六
等
出
仕
し
た
（
八
月
十
六
日
）。
こ
れ
よ
り
先
、

三
洲
は
明
治
三
年
に
「
新
封
建
論
」
を
世
に
問
う
て
廃
藩
置
県
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
江
藤
に
知
ら
れ
、
以
後
、
良
好
な
関
係
に

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
前
掲
し
た

静
斎
の
出
仕
を
三
洲
が
江
藤
に
依
頼

し
た
例
と
同
様
に
、
大
隈
（
兼
神
祇
省
御
用
掛
）
や
江
藤
（
兼
教
部
省
御

用
掛
）
ら
大
官
に
、
白
華
や
小
栗
栖
香
頂
ら
東
本
願
寺
僧
侶
が
接
近
す
る

仲
介
者
と
し
て
、
同
じ
咸
宜
園
の
流
れ
に
つ
な
が
る
長
三
洲
の
存
在
が
想

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
長
三
洲
は
長
州
に
仕
官
し
木
戸
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
人
物

で
あ
り
、
明
治
四
年
に
は
島
地
黙
雷
と
と
も
に
『
新
聞
雑
誌
』
発
行
等
を

も
行
っ
て
い
る
こ
と
は
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
西
本

願
寺
は
幕
末
以
来
の
長
州
と
の
関
係
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
当
初
、
島
地

黙
雷
と
新
門
主
ら
は
木
戸
孝
允
の
勧
め
に
よ
り
岩
倉
使
節
団
に
同
行
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
門
主
の
死
去
に
よ
り
延
期
さ
れ
、
既
に
明
治
五
年
一

月
に
は
島
地
黙
雷
が
赤
松
連
城
・
連
枝
梅
上
沢
融
ら
と
渡
欧
に
出
発
し
、

島
地
の
意
見
は
当
該
期
の
宗
教
行
政
に
一
定
の
影
響
力
を
も
っ
た
と
さ
れ

る
。

七
、
松
本
白
華
の
渡
欧
を
め
ぐ
っ
て

先
行
研
究
で
は
、
東
本
願
寺
は
財
政
難
も
あ
っ
て
渡
欧
に
消
極
的
で
あ

っ
た
が
、
政
府
か
ら
の
勧
め
に
随
い
や
む
な
く
渡
航
し
た
と
の
見
解
も
見

ら
れ
る
。
白
華
ら
の
渡
欧
意
図
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
明
治
五
年
、
渡
欧
を
前
に
し
て
、
白
華
か
ら
江
藤
に
宛
て

た
次
の
よ
う
な
書
簡
が
残
っ
て
い
る
（
49
）

。

江
藤
殿
下
　
白
華

暑
威
厳
敷
御
座
候
所
、
殿
下
愈
御
清
福
奉
恐
悦
候
。
過
日
者
両
旧
弊
主
参

上
陪
従
、
御
面
謁
被
仰
付
、
殊
ニ
長
座
奉
恐
入
候
。
然
者
旧
弊
主
当
職
此

度
着
京
、
今
日
第
三
字
後
参
上
仕
り
、
今
後
御
入
懇
奉
願
上
度
。
小
子
敢

而
願
上
候
者
、
当
住
儀
小
心
之
性
質
、
此
頃
之
形
勢
誠
ニ
恐
怖
不
少
、
小

子
共
よ
り
申
入
候
而
も
未
タ
安
心
不
仕
、
何
卒
殿
下
よ
り
安
心
し
て
布
教

仕
候
様
之
尊
命
を
下
賜
候
様
、
深
く
御
依
頼
奉
申
上
候
。
萬
々
拝
謁
を
奉

煩
申
上
度
候
。
草
々
謹
言
。
拝
具



壬
申
六
月
十
四
日
　
白
華
　
稽
首
　
　
封
六
月
十
四
日
　
本
誓
寺

こ
こ
に
い
う
「
両
旧
弊
主
」
と
は
、
恐
ら
く
門
主
厳
如
・
新
門
主
現
如

の
こ
と
を
さ
す
で
あ
ろ
う
。
先
に
教
部
省
よ
り
権
少
教
正
に
補
せ
ら
れ
た

厳
如
は
、
五
月
二
十
六
日
に
教
部
省
出
頭
を
命
じ
ら
れ
、
こ
の
書
簡
の
前

日
六
月
十
三
日
に
は
厳
如
が
大
教
正
、
現
如
が
権
大
教
正
に
補
せ
ら
れ
て

い
る
（
50
）

。
既
に
白
華
は
教
部
省
の
官
吏
で
あ
る
か
ら
、
門
主
を
「
旧
主
」
と

表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
面
か
ら
は
、
白
華
が
江
藤
司
法
卿
に
対

し
て
厳
如
・
現
如
を
紹
介
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。『
白

華
航
海
録
』
に
は
渡
欧
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
行
也
、
孕
於
伏
水
王
六
月
説
新
法
主
、
萌
於
条
公
之
勧
誘
、
成
於
新
法

之
護
法
心
也
。
始
伏
水
王
誘
之
法
台
、
以
東
伏
見
王
策
。
法
台
於
省
中
諮

余
、
余
慫
慂
之
。
六
月
二
十
七
日
条
公
邀
両
法
主
、
懇
々
説
之
。
更
使
高

橋
久
道
説
之
。
七
月
十
八
日
召
白
華
属
之
事
、
乃
就
万
徳
寺
・
仰
明
寺
・

法
因
寺
・
円
重
寺
・
永
順
寺
謀
。
諸
子
皆
曰
、
知
海
外
事
情
急
務
也
。

（
中
略
）
八
月
、
法
台
在
省
中
召
余
、
告
以
断
然
問
江
藤
卿
決
洋
行
。
卿

勧
之
頗
切
。
法
台
召
諸
子
告
洋
行
、
且
召
成
島
柳
北
命
随
従
。

こ
の
渡
欧
は
伏
見
宮
の
説
得
と
六
月
二
十
七
日
の
「
条
公
」
の
勧
誘
に

胚
胎
し
、
七
月
十
八
日
に
白
華
が
渡
欧
問
題
に
つ
い
て
委
嘱
さ
れ
て
宗
門

の
主
だ
っ
た
人
物
と
謀
り
、
八
月
に
は
い
っ
て
最
終
的
に
江
藤
の
判
断
を

仰
い
で
渡
欧
を
決
定
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
条
公
」
は
太
政
大
臣

三
条
実
美
の
こ
と
。「
安
心
し
て
布
教
仕
候
様
之
尊
命
を
下
賜
候
様
」（
六

月
十
四
日
付
）
の
文
面
と
も
考
え
合
わ
せ
る
時
、
江
藤
か
ら
強
力
な
指
導
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を
引
き
出
し
て
渡
欧
実
現
を
推
進
し
た
中
心
に
、
白
華
が
い
た
こ
と
が
浮

か
び
上
が
る
。
つ
づ
く
八
月
十
八
日
付
け
の
書
簡
に
は
、
渡
欧
に
関
す
る

言
及
が
あ
る
。

益
御
清
適
御
多
福
奉
恐
悦
候
。
過
日
光
瑩
始
四
人
、
御
出
勤
前
参
上
、
御

面
倒
奉
恐
入
候
。

一
、
条
公
殿
下
ニ
親
承
候
処
、
我
卿
御
出
帆
一
便
御
延
引
之
由
、
猶
御
確

定
之
辺
も
奉
伺
上
、
生
参
上
仕
度
奉
在
候
処
、
差
ノ
病
ニ
侵
サ
レ
、
大
事

前
ニ
付
養
生
仕
候
得
共
、
模
様
篤
と
奉
伺
度
、
同
志
之
内
、
永
順
寺
舜

台
・
関
信
三
参
殿
仕
候
。
乍
恐
御
逢
被
遊
下
候
様
奉
願
候
。

一
、
奉
願
候
外
務
卿
殿
御
宛
之
尊
帖
、
奉
差
上
候
得
共
、
折
悪
敷
不
得
拝

趨
候
。

一
、
条
公
殿
下
江
申
上
候
処
、
密
ニ
ス
ル
ハ
大
ニ
ヨ
シ
。
他
日
言
ナ
ク
テ

ハ
公
法
ニ
背
ス
。
近
日
洋
行
ノ
命
ア
ル
ヘ
シ
ト
。
生
等
タ
ト
ヒ
命
ア
リ
ト

モ
内
外
ニ
秘
シ
、
出
立
迄
ハ
極
秘
ニ
仕
度
奉
存
候
。
左
ナ
ク
テ
ハ
大
事
ヲ

誤
候
。

一
、
舜
台
・
信
太
之
両
生
よ
り
御
随
行
之
御
方
江
拝
顔
共
相
願
度
、
申
上

候
と
奉
存
候
。
宜
御
指
図
奉
希
上
候
。
恐
々
謹
言

八
月
十
八
日
　
白
華
　
　
江
藤
卿
殿
下
侍
史

江
藤
の
渡
欧
団
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
現
如
一
行
が
、
挨
拶

に
訪
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
光
瑩
始
四
人
」
と
は
、
渡
欧
予
定
の
四
人

で
、
現
如
と
随
行
す
る
白
華
・
石
川
舜
台
・
関
信
三
を
恐
ら
く
は
指
す
。

経
理
担
当
と
し
て
成
島
柳
北
が
随
行
す
る
案
は
、
こ
の
前
後
の
時
期
に
浮
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上
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
条
実
美
に
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
江
藤
の
渡
欧
が

延
期
に
な
っ
た
と
い
う
（
結
局
、
江
藤
は
渡
欧
中
止
）。
舜
台
と
関
信
三

を
遣
わ
す
の
で
事
情
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
、
江
藤
の
随
行
者
に
も
あ
わ
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
文
面
で
あ
る
。
こ
の
時
に
随
行
し
た
司
法
省
官
吏
に
、

井
上
毅
・
川
路
利
良
・
河
野
敏
謙
・
沼
間
守
一
・
名
村
泰
蔵
・
鶴
田
皓
ら

が
い
た
こ
と
は
、『
白
華
航
海
録
』
か
ら
分
か
る
。
白
華
ら
に
「
洋
行
ノ

命
」
が
下
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
司
法
省
官
吏
の
渡
航
に
同

行
す
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
渡
欧
計
画
が
江
藤
の
賛
同
を
得
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
渡
欧
計
画
は

江
藤
の
意
向
を
受
け
つ
つ
、
松
本
白
華
が
主
導
す
る
か
た
ち
で
進
行
し
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
江
藤
は
白
華
ら
に
何
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
白

華
ら
は
何
を
目
的
に
渡
欧
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
白
華
は
九
月
七
日
に

「
依
願
免
出
仕
」
と
な
り
、
一
行
は
九
月
十
三
日
に
横
浜
か
ら
出
航
し
た
。

一
ヵ
月
後
の
十
月
十
三
日
に
、
小
栗
憲
一
か
ら
江
藤
に
託
し
て
白
華
に
あ

て
た
書
簡
が
あ
る
（
…
…
…
は
中
略
を
示
す
（
51
）

）。

天
下
寺
院
を
都
て
教
院
と
し
、
大
中
小
の
三
院
に
分
つ
こ
と
も
決
定
に
て

已
に
布
告
な
り
。
管
長
は
一
宗
一
人
と
定
め
、
已
に
当
分
専
昭
寺
殿
な
り
。

…
…
…
教
導
職
御
用
掛
り
も
廃
止
、
皆
教
院
掛
り
と
な
る
。
巡
回
も
社
寺

兼
務
し
て
出
よ
と
、
卿
輔
よ
り
被
申
付
、
足
立
、
藤
田
、
桃
井
、
松
本
等

加
は
り
、
全
十
二
人
四
組
に
分
つ
出
発
な
り
。
…
…
…
大
教
院
も
大
ニ
繁

昌
な
り
。
近
日
建
築
へ
掛
る
筈
。
当
時
、
唯
一
、
大
洲
あ
る
の
み
。
同
人

の
苦
心
、
実
に
感
泣
に
不
堪
候
。
同
人
も
過
日
九
等
に
転
進
な
り
。
…
…

扨
貴
君
に
急
速
相
願
度
は
、
各
国
大
小
教
院
の
規
則
な
り
。
何
卒
一
日
も

早
く
御
訳
文
を
以
て
御
送
り
可
被
下
候
。
仏
丈
に
も
よ
け
れ
ど
も
、
可
相

成
は
英
の
教
院
規
則
が
入
用
な
り
。
此
地
に
て
訳
さ
せ
候
得
共
、
兎
角
不

分
解
の
こ
と
多
し
。
…
…
…

過
日
黙
雷
兄
の
上
書
を
大
輔
殿
大
に
喜
ひ
、
頻
に
風
聴
被
致
候
。
少
輔
殿

も
同
断
な
り
。
貴
兄
よ
り
何
歟
御
来
報
被
下
度
、
左
す
れ
は
夫
が
千
金
の

価
、
大
に
我
門
を
光
輝
す
る
一
策
な
り
。
過
日
、
黙
雷
の
は
、
法
主
当
な

り
。
故
に
或
は
我
田
に
水
を
引
く
の
風
情
あ
り
。
貴
兄
は
何
卒
朝
廷
に
呈

す
る
の
書
、
或
は
卿
輔
に
送
る
の
書
を
被
成
下
度
、
夫
が
却
て
よ
ろ
し
く

候
。
意
長
筆
短
、
先
は
か
し
く
。
恐
々
謹
言

皇
十
月
十
三
日
　
ヨ
コ
ハ
マ
よ
り

小
栗
は
白
華
に
、
欧
州
各
国
（
特
に
英
国
）
の
大
小
教
院
（
教
会
）
の

規
則
を
至
急
翻
訳
し
て
送
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。国
内
で
は
大
教
院
が
、

神
官
・
僧
侶
が
合
同
し
て
「
大
教
」
に
よ
る
国
民
教
化
を
す
す
め
る
機
関

と
し
て
こ
の
年
九
月
に
東
京
に
開
設
さ
れ
、
さ
ら
に
各
府
県
に
は
中
小
教

院
が
置
か
れ
た
。
小
栗
書
簡
で
は
、
大
洲
鉄
然
（
西
本
願
寺
派
）
の
奮
闘

を
伝
え
る
一
方
で
、
こ
う
し
た
教
部
省
の
政
策
に
対
し
て
、
西
本
願
寺
派

の
島
地
黙
雷
（
長
州
出
身
）
か
ら
法
主
に
あ
て
た
上
書
が
あ
り
、
そ
れ
を

教
部
大
輔
宍
戸

（
長
州
出
身
）
が
非
常
に
歓
迎
し
、
同
少
輔
黒
田
清
綱

（
薩
摩
出
身
）
も
そ
れ
に
同
調
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
白
華
か
ら
も
早

急
に
報
告
書
を
提
出
し
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。



こ
の
と
き
の
島
地
の
主
張
は
、
名
高
い
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」

（
明
治
五
年
十
二
月
）
に
類
す
る
神
仏
分
離
と
政
教
分
離
を
内
容
と
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
島
地
自
身
が
教
部
省
開
設
に
む
け
て
運
動

し
た
が
、
留
守
政
府
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
教
部
省
の
宗
教
行
政
は
、
米

欧
を
回
覧
し
た
眼
か
ら
み
て
、
日
本
近
代
化
の
上
で
問
題
が
多
い
と
映
っ

た
の
で
あ
る
。

東
本
願
寺
の
一
行
を
派
遣
す
る
江
藤
に
は
、「
長
州
・
木
戸
―
西
本
願

寺
」
ラ
イ
ン
へ
の
対
抗
の
意
図
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。
留
守
政
府

の
教
部
省
・
大
教
院
開
設
と
い
っ
た
専
断
に
対
し
て
、
今
度
は
木
戸
に
近

い
島
地
か
ら
批
判
が
上
書
さ
れ
た
面
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、
東
本
願
寺
一
行

を
司
法
省
の
視
察
団
と
同
行
さ
せ
る
以
上
、
江
藤
の
派
遣
意
図
も
欧
州
に

お
け
る
宗
教
行
政
の
調
査
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
小

栗
は
白
華
に
島
地
の
活
動
を
報
じ
つ
つ
、
有
用
な
報
告
書
提
出
を
促
し
た

わ
け
で
あ
る
が
残
念
な
が
ら
、白
華
に
建
白
を
促
し
た
こ
の
小
栗
書
簡
は
、

江
藤
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
以
上
、
白
華
に
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
見

ら
れ
る
。

で
は
白
華
は
期
待
さ
れ
た
使
命
を
ど
の
程
度
、
自
覚
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
旧
暦
か
ら
新
暦
に
切
り
替
わ
っ
た
明
治
六
年
の
正
月
十
五
日
に
、

白
華
は
帰
国
す
る
東
久
世
通
禧
に
託
し
て
江
藤
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送

っ
て
い
る
。

小
子
輩
、
種
々
宗
教
学
黌
抔
捜
索
仕
候
得
共
、
訳
ニ
依
テ
聞
取
候
儀
、
隔

革
抓
癢
之
風
情
ニ
御
座
候
得
共
、
幸
ニ
羅
尼
ロ
ニ
ー

并
離
西
リ

ス

ナ
ト
申
候
究
理
ニ
相
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随
、
所
謂
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
ナ
ル
者
ノ
一
端
ヲ
相
伺
候
。
宗
教
ノ
徒
ニ
ハ
本
国

ノ
ミ
ツ
シ
ヨ
子
ル
ヨ
リ
添
書
モ
有
之
、
旧
新
両
教
ト
モ
捜
索
ノ
道
ヲ
得
テ

十
分
ニ
相
調
申
候
。
旧
教
不
足
取
不
足
論
、
ソ
ノ
弊
ハ
多
キ
欧
人
モ
喋
々

論
ジ
候
書
籍
数
多
、
政
府
ニ
モ
能
々
存
申
候
。
併
愚
人
之
信
未
タ
醒
メ
ス
、

不
得
止
政
府
ニ
テ
保
候
。
新
教
ヨ
リ
大
ニ
侮
弄
ヲ
受
ケ
、
旧
教
改
革
ノ
事

有
之
候
。
ソ
ノ
新
教
ト
云
ヘ
ト
モ
理
学
者
ハ
不
取
。
今
後
ハ
新
教
ヲ
面
目

ヲ
改
め
ず
ハ
、
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
ニ
圧
セ
ラ
レ
ン
。
我
宗
教
ノ
事
、
追
々
羅
尼

氏
ナ
ゾ
ヘ
御
聞
候
処
、
真
理
ア
リ
欧
洲
ニ
寺
院
ヲ
建
レ
ハ
ヨ
シ
ナ
ソ
ト
申

候
。
併
旧
教
者
ヨ
リ
新
聞
ヲ
以
テ
我
徒
ノ
欧
巴
里
ニ
ア
ル
ヲ
悪
ム
コ
ト
多

シ
。
教
会
新
聞
中
抄
出
仕
置
候
。
愚
ナ
ル
哉
、
洋
教
者
ノ
狭
キ
コ
ト
、
可

笑
至
ニ
御
座
候
。（
以
下
省
略
）

こ
の
文
面
か
ら
は
、
新
旧
両
教
の
現
状
に
対
す
る
軽
視
が
感
じ
ら
れ
、

両
教
へ
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
関
心
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
「
今
後
ハ

新
教
ヲ
面
目
ヲ
改
め
ず
ハ
、
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
ニ
圧
セ
ラ
レ
ン
。」
と
い
う
、

新
教
の
存
続
の
た
め
に
改
革
の
必
要
を
述
べ
る
口
吻
か
ら
は
、
白
華
自
身

の
真
宗
改
革
へ
の
底
意
と
と
も
に
、
神
仏
を
合
併
し
て
国
民
教
化
を
行
お

う
と
す
る
当
時
の
教
部
省
の
方
針
と
白
華
の
志
向
と
の
間
に
矛
盾
を
感
じ

て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
時
点
で
、
島
地
の
主
張
し
た
神
仏
分

離
・
政
教
分
離
と
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
の
を
感
じ
る
の
も
事
実
で

あ
る
（
52
）。
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八
、
帰
国
後
の
白
華

現
如
と
白
華
は
明
治
六
年
六
月
八
日
に
帰
国
の
途
に
つ
き
、
同
八
月
二

十
三
日
に
横
浜
に
到
着
し
た
（
53
）

。
前
年
十
一
月
一
日
の
パ
リ
到
着
以
来
、
西

暦
へ
の
移
行
の
た
め
に
旧
暦
十
二
月
が
二
日
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
約
六

ヶ
月
の
パ
リ
滞
在
で
あ
っ
た
。
柳
北
と
舜
台
は
先
立
っ
て
帰
国
し
、
関
信

三
は
ひ
と
り
ロ
ン
ド
ン
で
留
学
生
活
を
つ
づ
け
た
。
欧
州
滞
在
中
の
一
行

の
様
子
は
、『
白
華
航
海
録
』
お
よ
び
成
島
柳
北
『
航
海
日
乗
』
に
よ
っ

て
知
ら
れ
、
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
国
吉
栄
（
54
）

が
現
如
の
素
行
不
良
か
ら
白
華

と
の
間
に
確
執
を
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。結
果
と
し
て
、

白
華
ら
の
パ
リ
滞
在
は
十
分
な
成
果
を
上
げ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
は
な
お
今
後
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

八
月
二
十
七
日
に
東
京
に
戻
っ
た
白
華
は
、
旧
知
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ

る
し
か
な
か
っ
た
（
55
）

。
九
月
八
日
に
帰
朝
報
告
の
た
め
京
都
に
入
り
、
本
山

執
事
補
を
拝
命
し
た
が
、
現
如
と
の
関
係
悪
化
か
ら
、
本
山
の
宗
務
に
戻

る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
に
教
部
省
か
ら
の

召
し
が
あ
り
、そ
の
仕
事
に
よ
り
多
く
の
魅
力
を
感
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
山
の
職
を
辞
し
て
、
一
旦
帰
郷
後
、
十
一
月
十
四
日
に
教
部
省
に
十
一

等
出
仕
し
、
社
寺
課
担
当
と
な
り
、
在
職
中
は
帰
俗
を
命
じ
ら
れ
た
（
56
）

。
前

掲
の
〔
写
真
１
〕〔
写
真
２
〕
は
、
こ
う
し
た
時
期
の
白
華
の
姿
を
映
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

白
華
の
教
部
省
再
仕
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
渡
航

に
尽
力
し
て
く
れ
た
江
藤
新
平
は
征
韓
論
争
に
敗
れ
て
下
野
し
（
翌
七
年

二
月
、
佐
賀
の
乱
）、
白
華
の
再
仕
に
は
関
係
が
な
い
。
三
条
実
美
も
征

韓
論
争
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
長
三
洲
が
な
お
文
部
大
丞
に
あ
る

の
は
救
い
で
あ
っ
た
が
、
白
華
を
教
部
省
に
出
仕
さ
せ
ら
れ
る
立
場
に
は

な
い
。
白
華
は
「
某
公
擢
余
、
任
教
部
省
吏
員
」
と
い
っ
て
い
る
だ
け
だ

が
、
恐
ら
く
こ
の
「
某
公
」
は
大
久
保
利
通
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
57
）

。

教
部
省
は
、
明
治
八
年
二
月
に
真
宗
四
派
が
大
教
院
を
離
脱
し
、
同
五

月
三
日
に
は
大
教
院
解
散
。
神
仏
合
併
の
禁
止
、
信
教
の
自
由
の
保
障
に

よ
り
、
職
掌
を
失
っ
た
教
部
省
は
十
年
一
月
十
一
日
に
廃
止
さ
れ
た
。
白

華
の
官
歴
と
し
て
は
、
明
治
七
年
五
月
四
日
に
権
中
録
に
任
じ
ら
れ
、
同

九
年
二
月
二
日
に
は
十
等
出
仕
に
陞
叙
さ
れ
た
が
、
教
部
省
廃
止
に
よ
り

廃
官
と
な
っ
た
。
帰
国
後
三
年
余
り
の
活
動
の
挫
折
で
あ
っ
た
。
東
京
を

去
る
時
に
詩
友
辻
青

・
斎
藤
拝
石
に
贈
っ
た
詩
に
「
清
廉
於
汝
無
些
憾

辛
苦
如
吾
有
幾
人
（
58
）

」
と
あ
っ
て
、
そ
の
無
念
の
胸
中
を
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

や
む
な
く
白
華
は
本
山
に
僧
籍
復
帰
を
願
い
出
た
。
こ
の
間
の
事
情
を

記
し
た
資
料
を
掲
げ
て
お
く
（
59
）

。

私
儀
、
先
年
非
分
之
重
職
被
仰
付
、
謹
テ
奉
職
可
仕
之
処
、
当
時
方
向
ヲ

誤
リ
、
教
部
省
召
状
有
之
、
東
京
出
府
、
更
ニ
御
本
山
ヘ
相
尽
候
実
効
無

之
、
恐
懼
悔
悟
仕
候
。
此
上
ハ
赤
改
心
仕
リ
、
一
身
永
ク
誠
意
ヲ
御
法
主

殿
ニ
尽
シ
、
実
効
ヲ
表
シ
度
、
赤
心
相
違
無
之
、
此
段
哀
謝
仕
候
。
宜
御



取
成
奉
願
上
候
也
。
明
治
十
年
一
月
廿
六
日
　
石
川
平
民
　
本
誓
寺
住
職

松
本
薫
父
隠
居
　
松
本
白
華
　
篠
原
順
明
殿

そ
の
後
、
同
四
月
十
六
日
に
は
大
久
保
が
開
設
し
た
内
務
省
の
管
轄
下

に
移
っ
た
教
導
職
試
補
を
拝
し
た
が
、
こ
れ
は
官
吏
と
し
て
の
役
職
と
い

う
よ
り
、
僧
侶
と
し
て
の
資
格
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
恐
ら
く
大
久
保
の

計
ら
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
教
導
職
試
補
に
補
さ
れ
た
時
の
白
華
に

次
の
詩
が
あ
る
（
60
）

。

王
政
維
新
之
際
、
各
藩
倡
廃
仏
説
、
余
憂
時
事
上
書
　
廟
堂
、
遂
脱
袈
裟

歴
遊
欧
洲
各
国
、
某
公
擢
余
任
教
部
省
吏
員
、
今
茲
辞
官
、
再
帰
於
本
願

寺
、
四
月
十
六
日
補
教
導
職
補
、
賦
此
以
呈
某
教
正

洋
学
易
軽
薄
　
　
漢
学
陥
陳
腐
　
　
国
家
維
新
際
　
　
各
藩
廃
仏
挙

竊
憂
道
不
行
　
　
乗

弔
千
古
　
　
耶
蘇
過
羅
馬
　
　
仏
陀
観
印
度

梁
鴻
変
姓
名
　
　
季
子
帰
故
土
　
　
已
雖
期
放
逐
　
　
猶
未
就
囹
圄

避
世
于
金
門
　
　
挂
名
于
教
部
　
　
教
院
論
分
離
　
　
遊
説
于
両
輔

荏
苒
二
三
年
　
　
綱
紀
皆
就
緒
　
　
窮
猿
失
棲
木
　
　
乳
燕
慕
旧
主

韓
愈
希
出
身
　
　
淵
明
忘
帰
去
　
　
伴
食
従
諸
公
　
　
推
轂
擢
試
補

尺
寸
無
裨
益
　
　
慚
愧
謝
仏
祖
　
　
回
首
故
山
雲
　
　
猶
在
昨
宿
処

大
教
院
時
代
に
は
神
仏
の
分
離
を
大
輔
・
少
輔
に
説
き
、
二
三
年
か
か

っ
て
漸
く
筋
道
が
つ
い
た
。
教
部
省
の
中
に
あ
っ
て
、
私
は
宗
門
の
た
め

に
精
一
杯
の
努
力
を
し
た
。
失
職
し
た
い
ま
、
元
の
主
の
と
こ
ろ
に
戻
り

た
く
な
っ
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
頼
む
。
白
華
と
し
て
は
、
そ
う
言
い
た
い

の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
僧
籍
復
帰
願
の
文
面
と
は
一
見
、
相
矛
盾
す
る
よ
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う
で
あ
る
が
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
の
白
樺
に
は
、
政
府
要
路
と
の
関
係
を

背
景
に
、
か
く
言
い
う
る
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
見
る
。

こ
の
後
、
明
治
十
年
六
月
に
は
西
南
戦
争
の
戦
禍
の
残
る
熊
本
へ
厳
如

法
主
に
随
行
し
て
罹
災
者
救
済
の
た
め
出
張
し
、
九
月
に
は
上
海
に
渡
っ

て
別
院
輪
番
と
し
て
布
教
活
動
を
指
揮
し
、
以
後
十
二
年
二
月
ま
で
滞
在

し
た
。
こ
の
間
に
国
内
で
は
木
戸
が
歿
し
、
大
久
保
は
暗
殺
さ
れ
、
長
三

洲
は
宮
内
省
に
転
じ
、
政
府
要
路
に
あ
っ
た
白
華
の
旧
知
は
概
ね
い
な
く

な
り
、
以
後
、
白
華
は
郷
里
松
任
に
帰
っ
て
育
英
に
従
事
し
、
再
び
政
官

界
の
表
に
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〔
註
〕

（
１
）

玉
川
堂
の
歴
史
に
つ
い
て
の
資
料
と
し
て
、
玉
川
堂
主
人
・
斎
藤
彰

「
玉
川
茶
亭
と
玉
川
吟
社
」（『
書
道
研
究
』
五
十
号
、
平
成
四
年
三
月
）

等
が
あ
る
。

（
２
）

東
本
願
寺
の
海
外
布
教
活
動
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
小
島
勝
・
木
場

明
志
『
ア
ジ
ア
開
教
と
教
育
』（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
Ⅲ
、
龍

谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
平
成
四
年
）
等
が
あ
る
。

（
３
）

松
本
白
華
に
関
す
る
資
料
は
白
山
市
本
誓
寺
と
白
山
市
立
松
任
図
書
館

「
松
本
白
華
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
文
庫
目
録
と
し
て
、『
松
任
本

誓
寺
白
華
文
庫
目
録
』（
松
任
市
中
央
図
書
館
、
昭
和
六
十
三
年
）
が
あ

る
。
本
誓
寺
資
料
の
多
く
は
未
整
理
で
あ
り
、「
松
本
白
華
文
庫
」
に
も

「
目
録
」
未
著
録
の
資
料
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
は
主
に
そ
れ
ら

未
整
理
資
料
に
拠
っ
た
。

（
４
）
山
本
佐
貫
「
咸
宜
園
門
人
た
ち
の
詩
社
「
玉
川
吟
社
」
に
関
す
る
考
察
」

（『
大
分
県
地
方
史
』
第
一
七
九
号
、
大
分
県
地
方
史
研
究
会
、
平
成
十
二
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年
）、
神
田
喜
一
郎
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ⅰ
』（
二
玄
社
、
昭
和
四

十
年
）。

（
５
）

原
本
所
在
不
明
の
た
め
、
未
見
。
翻
刻
を
以
下
の
資
料
に
収
め
る
。

『
加
賀
文
化
』
第
二
号
・
第
四
号
、
加
越
能
史
談
会
発
行
。
真
宗
史
料
集

成
第
十
一
巻
『
維
新
期
の
真
宗
』、
昭
和
五
十
年
。
別
に
北
川
伸
三
に
よ

る
「
松
本
白
華
航
海
録
（
抄
）」
が
あ
る
（『
郷
土
と
文
化
』
第
十
五
号
〜

十
八
号
、
松
任
郷
土
研
究
会
編
、
松
任
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
三
年

〜
平
成
四
年
）。

（
６
）

松
本
白
華
の
経
歴
に
ふ
れ
る
書
物
の
う
ち
、
今
回
参
照
し
た
資
料
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

「
松
本
白
華
略
年
譜
」（『
松
任
本
誓
寺
白
華
文
庫
目
録
』
所
収
。
註
３
に

掲
出
）。

『
怪
僧
石
川
舜
台
言
行
録
』
鹿
野
久
恒
編
輯
、
仏
教
文
化
会
、
昭
和
二
十

六
年
。

『
明
治
仏
教
史
編
纂
所
稿
本
』「
松
本
厳
護
」、（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫

所
蔵
）。

『
加
能
真
宗
僧
英
伝
』
近
弥
二
郎
、
近
八
書
房
、
昭
和
十
七
年
。

『
松
任
町
誌
』
城
丸
章
、
松
任
町
商
工
会
、
大
正
五
年
。

『
東
本
願
寺
上
海
開
教
六
十
年
史
』
高
西
賢
正
、
東
本
願
寺
上
海
別
院
、

昭
和
十
二
年
。

『
明
治
維
新
の
東
本
願
寺
』
奈
良
本
辰
也
・
百
瀬
明
治
、
河
出
書
房
新
社
、

昭
和
六
十
二
年
。

（
７
）

大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
』
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
六
年
。

（
８
）

長
三
洲
は
一
時
期
、
教
部
大
丞
を
兼
官
し
た
の
で
、
そ
の
期
間
も
「
長

大
丞
」
と
称
さ
れ
う
る
が
、
そ
の
在
任
期
間
は
明
治
五
年
十
月
二
十
七
日

〜
明
治
六
年
六
月
五
日
と
文
部
大
丞
の
期
間
に
包
含
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ

で
は
考
慮
し
な
か
っ
た
。

（
９
）
『
白
華
教
部
省
雑
纂
』（
大
谷
大
学
国
史
研
究
会
、
昭
和
九
年
）
一
二
頁
。

（
10
）

註
１
に
掲
出
。

（
11
）

三
浦
叶
『
明
治
漢
文
学
史
』
三
〇
頁
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
に
よ

れ
ば
、
松
平
天
行
・
福
井
学
圃
も
玉
川
吟
社
に
所
属
し
た
。

（
12
）
『
宜
園
百
家
詩
二
編
』
巻
三
（
筑
後
柳
川
樺
島
益
親
士
周
纂
評
、
嘉
永

七
年
、
浪
華
群
玉
堂
）
に
「
劉
龍
　
字
伯
起
号
橘
門
、
称
小
相
、
水
筑
氏
、

日
向
本
荘
人
、
仕
佐
伯
侯
、
○
伯
起
少
年
困
剥
、
至
托
跡
桑
門
、
志
業
不

屈
、
竟
為
一
藩
文
学
、
淡
翁
毎
以
此
勉
励
後
進
、
詩
亢
爽
有
気
骨
」
と
あ

る
。

（
13
）
『
宜
園
百
家
詩
二
編
』
巻
四
（
註
12
に
掲
出
）
に
「
倉
富
胤
永
　
字
錫

卿
、
号
篤
堂
、
称
八
兵
衛
、
筑
後
徳
童
人
」
と
あ
る
。

（
14
）
『
宜
園
百
家
詩
二
編
』
巻
四
（
註
12
に
掲
出
）
に
「
田
代
櫟
　
字
百
囲
、

号
熊
渓
、
称
俊
次
、
筑
後
生
葉
人
、
○
父
公
山
見
前
編
、
中
年
以
方
技
著
、

百
囲
承
緒
、
而
文
辞
不
廃
」
と
あ
る
。

（
15
）
『
宜
園
百
家
詩
二
編
』
巻
四
（
註
12
に
掲
出
）
に
「
長
光
　
字
世
章
、

号
珠
陽
、
称
光
太
郎
、
日
田
人
○
父
世
文
宜
園
名
家
、
見
前
編
、
世
章
以

神
童
聞
」
と
あ
る
。

（
16
）
『
宜
園
百
家
詩
初
編
』
巻
四
（
阿
波
矢
上
行
子
生
纂
評
、
天
保
十
一
年
、

浪
華
群
玉
堂
）
に
「
西
雍
　
字
子
桑
、
号
秋
谷
、
小
倉
人
○
子
桑
受
知
於

淡
翁
、
所
謂
阿
雲
也
」
と
あ
る
。

（
17
）

白
山
市
立
松
任
図
書
館
所
蔵
。

（
18
）

註
４
に
掲
出
。

（
19
）
〔
図
表
〕
参
照
。

（
20
）

無
窮
会
図
書
館
に
所
蔵
す
る
、
未
整
理
の
「
吉
田
学
軒
関
係
資
料
」
に

以
下
の
よ
う
な
吉
田
学
軒
の
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。

玉
川
吟
社
詩
稿
序

明
治
辛
未
春
、
長
梅
外
秋
月
橘
門
二
翁
、
胥
謀
結
詩
社
、
月
一
次
会
俎
橋
玉

川
堂
、
名
曰
玉
川
吟
社
。
二
翁
皆
受
業
淡
窓
広
瀬
氏
、
詩
学
淵
博
、
為
当
世

名
家
。
而
淡
窓
義
子
青
邨
、
梅
外
二
子
三
洲
古
雪
、
左
右
羽
翼
之
。
一
時
知



名
之
士
、
南
摩
羽
峯
、
那
珂
梧
楼
、
藤
田
呉
江
、
大
橋マ

マ

学
橋
徒
数
十
人
、
翕

然
応
之
。
先
子
静
斎
先
生
、
亦
嘗
入
淡
窓
門
、
且
与
三
洲
青
邨
二
君
有
旧
。

因
又
与
盟
焉
。
当
是
時
、
王
政
復
古
、
百
度
維
新
。
諸
公
或
官
於
朝
、
或
隠

於
野
。
暇
日
相
会
一
堂
中
、
作
為
歌
詩
、
以
鳴
中
興
之
隆
運
。

々
乎
太
平

之
音
、
可
謂
盛
矣
。
居
五
六
年
、
梧
楼
暴
病
先
歿
、
明
年
橘
門
歿
、
又
明
年

学
橋
亦
歿
、
纔
間
一
年
而
古
雪
復
歿
、
青
邨
以
其
明
年
、
梅
外
呉
江
以
又
其

明
年
、
前
後
相
継
而
歿
。
蓋
自
梧
楼
之
亡
、
十
二
年
之
間
、
吟
社
耆
宿
凋
喪

殆
尽
。
其
他
与
盟
者
、
亦
或
病
或
亡
、
或
散
之
四
方
、
而
其
維
持
吟
盟
於
将

絶
、
独
有
先
子
与
三
洲
先
生
耳
。
噫
何
其
衰
之
甚
也
。
観
其
衰
時
、
而
想
其

盛
時
、
雖
後
進
如
余
者
、
猶
且
有
愴
然
傷
懐
者
、
而
況
於
二
先
生
。
日
閲
交

游
凋
謝
、
既
哭
其
死
、
又
銘
其
墓
、
而
身
又
老
且
衰
。
反
顧
人
世
死
生
離
合

之
際
、
其
感
果
如
何
也
。
其
後
五
年
、
先
子
罹
病
、
荏
苒
不
癒
、
遂
以
二
十

五
年
冬
歿
。
又
三
年
而
三
洲
先
生
亦
歿
。
至
是
吟
社
先
輩
皆
無
在
者
。
余
不

顧

劣
、
欲
与
二
三
同
志
謀
継
吟
盟
於
既
絶
、
適
罹
幽
憂
之
病
、
為
廃
吟
詠
、

遂
不
果
。
嗚
呼
自
吟
社
起
、
二
十
有
三
年
於
茲
、
其
人
則
数
十
百
人
。
歴
年

不
為
不
久
、
閲
人
不
為
不
多
、
而
一
旦
廃
絶
帰
于
無
聞
。
豈
可
勝
慨
嘆
哉
。

顧
余
与
盟
日
晩
、
不
得
親
炙
諸
老
先
生
、
而
聞
其
緒
論
、
常
以
為
憾
焉
。
然

嘗
観
其
集
、
又
観
其
画
像
、
畧
知
其
為
人
。
青
邨
状
貌
和
順
、
詩
所
謂
温
々

恭
人
、
不
類
其
詩
才
華
煥
発
、
絢
爛
奪
人
目
。
橘
門
鬚
髯
雪
白
、
風
度
如
神

仙
、
其
詩
則
奇
崛
古
雅
。
梅
外
高
顴

面
、
亦
美
鬚
髯
、
其
詩
汪
洋
奇
恣
。

三
洲
先
生
以
詩
文
書
画
兼
長
、
擅
名
一
世
、
家
学
所
淵
源
、
可
以
見
焉
。
其

他
梧
楼
奇
傑
、
呉
江
温
雅
、
学
橋
真
率
、
与
古
雪
瀟
洒
、
余
雖
皆
不
識
其
面
、

読
其
詩
而
其
人
可
知
也
。
毎
閲
此
稿
、
未
嘗
不
想
見
諸
公

翔
一
堂
之
上
、

詩
酒
談
笑
、
和
気
藹
然
之
状
也
。
先
是
庚
辰
春
、
先
子
就
此
稿
抜
其
尤
。
題

曰
玉
川
吟
社
第
一
集
、
序
而
公
之
世
。
乙
酉
春
、
復
序
而
其
第
二
集
。
此
雖

諸
公
断
簡
残
篇
、
諸
公
迭
相
指
摘
、
朱
黄
藍
碧
爛
斑
成
章
、
則
其
手
沢
所
存
、

精
神
所
注
、
使
其
烟
消
霧
散
、
同
吟
社
帰
於
湮
滅
、
深
為
可
惜
。
因
畧
加
修

理
蔵
于
家
、
使
後
之
覧
此
稿
者
、
資
文
献
之
徴
。
抑
亦
先
子
之
志
也
夫
。
明
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治
丙
申
冬
十
一
月
十
一
日
夜
、
識
温
故
堂
残
燈
下
。

（
21
）

静
斎
（
一
八
二
六
〜
一
八
九
二
）、
名
は
正
勝
、
字
は
威
卿
、
通
称

は
十
郎
・
省
三
、
豊
後
の
人
。
弘
化
年
間
、
咸
宜
園
に
学
ん
だ
。
の
ち
昌

平
黌
に
入
り
安
積
艮
斎
に
学
ぶ
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
幕
臣
と
な
り
、

徒
士
目
付
を
勤
め
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
征
長
戦
争
に
従
軍
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
飯
田
町
に
私
塾
知
新
学
舎
を
設
立
。
そ
の

申
請
書
類
「
私
学
開
業
願
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

静
岡
県
士
族
　

正
勝
（
中
略
）
明
治
三
年
十
二
月
弾
正
少
輔
拝
命
、

五
年
三
月
教
部
省
八
等
出
仕
拝
命
、
六
年
文
部
省
十
一
等
出
仕
拝
命
、

七
年
五
月
内
務
権
大
録
拝
命
、八
年
十
月
官
員
弁
償
ニ
付
本
官
ヲ
免
ス
。

編
著
書
に
『
玉
川
吟
社
小
稿
』（
明
治
十
三
年
）・『
皆
山
閣
詩
鈔
』
二
巻

（
明
治
十
七
年
）・『
北
遊
撮
勝
』
が
あ
る
（
坂
口
筑
母
『
旧
雨
社
小
伝
』

巻
二
、
幕
末
維
新
儒
者
文
人
小
伝
シ
リ
ー
ズ
第
九
冊
、
明
石
書
房
、
昭
和

五
十
八
年
）。

（
22
）
「
江
藤
新
平
関
係
文
書
」、
長
三
洲
書
翰
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

秦
郁
彦
『
日
本
官
僚
制
総
合
事
典
』（
東
大
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
に

よ
る
と
江
藤
は
明
治
四
年
八
月
十
日
か
ら
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で
左
院

副
議
長
を
務
め
て
い
る
。

（
23
）
「
松
本
白
華
〈
略
年
譜
〉」（『
松
任
本
誓
寺
白
華
文
庫
目
録
』
所
収
、
註

３
に
掲
出
）
に
よ
る
。

（
24
）

註
４
に
掲
出
。

（
25
）

松
本
白
華
・
小
川
南
疇
閲
、
酔
香
堂
、
明
治
三
十
年
。

（
26
）

白
山
市
立
松
任
図
書
館
所
蔵
。

（
27
）
〔
図
表
〕
参
照
。

（
28
）

白
華
と
は
同
郷
で
あ
り
、『
雑
録
』（
白
山
市
立
松
任
図
書
館
所
蔵
）
に

「
郷
友
江
間
三
吉
導
余
観
梅
、
以
月
明
林
下
美
人
来
為
韻
、
賦
長
句
」
と

題
し
た
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）

白
華
と
同
じ
松
任
の
人
。
彼
は
洋
行
す
る
白
華
を
見
送
っ
て
い
る
。
白



―280―

日本漢文学研究２

華
の
詩
稿
に
は
た
び
た
び
秋
雪
（
松
碓
）
が
登
場
し
親
交
が
知
ら
れ
る
。

（
30
）

南
条
文
雄
『
懐
旧
録
』（
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
３
５
９
、
昭
和
五
十
四

年
）
五
四
頁
に
、「
松
本
は
加
賀
松
任
の
本
誓
寺
に
生
れ
、
能
書
家
で
詩

文
を
よ
く
し
た
。
後
支
那
の
上
海
別
院
に
詰
め
て
や
は
り
白
華
の
名
を
用

ゐ
、
作
詩
に
気
焔
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
あ
る
。

（
31
）
「
北
省
程
暦
序
」（『
辛
未
東
遊
稿
』
他
合
綴
一
冊
に
所
収
）。

（
32
）

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
五
）
生
、
名
は
龍
、
通
称
は
謙
三

（
蔵
）、
字
は
士
淵
、
節
庵
・
潜
叟
・
易
安
・
易
庵
・
栗
餘
・
池
南
・
栗
村

と
号
す
。
備
後
の
人
。
頼
山
陽
に
学
び
の
ち
昌
平
黌
に
学
ぶ
。
天
保
十
二

年
（
一
八
四
一
）
七
月
京
都
御
池
車
屋
町
に
塾
を
開
く
。
著
書
に
『
節
庵

遺
稿
』
四
巻
二
冊
が
あ
る
。

（
33
）

劉
冷
窓
、
名
は
昇
、
通
称
は
三
郎
、
字
は
君
平
、
号
は
冷
窓
、
豊
後
の

人
、
広
瀬
淡
窓
に
入
門
、
石
秋
の
長
男
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
生
。

（
34
）
「
松
本
白
華
〈
略
年
譜
〉」（
註
３
『
松
任
本
誓
寺
白
華
文
庫
目
録
』
に

掲
出
）。

（
35
）

名
は
謙
、
通
称
は
謙
吉
、
字
は
吉
甫
、
旭
荘
・
梅
暾
（

）
・
秋
村

（
邨
）
と
号
す
。
豊
後
日
田
の
人
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
歿
。
享
年

五
十
七
歳
。
広
瀬
淡
窓
の
弟
。

（
36
）

小
栗
憲
一
『
豊
絵
詩
史
』（
西
村
七
兵
衛
、
明
治
十
七
年
）、
巻
下
「
白

華
名

、
松
本
氏
、
号
梅
隠
又
西
塘
。
加
賀
松
任
人
。
性
好
学
、
介
然
不

群
、
有
憂
国
志
。
而
喜
書
画
、
風
流
絶
儔
。
先
生
（
筆
者
註
、
長
三
洲
）

愛
其
為
人
、
遇
以
知
己
。
一
夕
燈
下
与
共
談
志
、
慷
慨
不
能
禁
、
至
唏
嘘

涕
下
。
先
生
慨
然
起
、
抜
刀
斫
燈
檠
曰
、
男
子
埋
骨
青
山
而
已
。
豈
碌

碌

唔
于
一
燈
檠
乎
。
白
華
亦
揚
拳
拍
案
、
案
幾
裂
矣
。」

（
37
）
『
白
華
餘
事
　
壱
』（
鈔
本
）「
安
政
二
年
十
二
月
接
伯
兄
訃
帰
国
、
賦

此
寄
柴
秋
邨
長
三
洲
」。

（
38
）
『
広
瀬
旭
荘
全
集
』
日
記
篇
七
、（
広
瀬
旭
荘
全
集
編
集
委
員
会
、
思
文

閣
出
版
、
昭
和
六
十
二
年
）。

（
39
）
『
辛
未
東
遊
稿
』
他
合
綴
一
冊
に
所
収
。

（
40
）

永
山
平
、
幕
末
金
沢
の
藩
儒
。
本
姓
岸
氏
、
名
は
平
、
字
は
平
太
、
字

は
政
時
、
号
は
亥
軒
・
椿
園
。
は
じ
め
西
坂
成
庵
に
学
び
、
の
ち
昌
平
黌

に
入
る
。
明
治
十
二
年
歿
、
享
年
六
十
六
歳
。

（
41
）

石
川
舜
台
（
一
八
四
二
〜
一
九
三
一
）
金
沢
出
身
。
文
久
二
年
、
二
十

一
歳
の
時
に
京
都
・
高
倉
学
寮
に
入
り
、
香
山
院
・
闡
彰
院
等
の
教
え
を

受
け
る
。
明
治
二
年
、
金
沢
に
慎
憲
塾
を
開
く
一
方
、
廃
仏
毀
釈
に
反
対
。

宗
務
総
長
な
ど
東
本
願
寺
の
要
職
を
務
め
た
。

（
42
）

註
３
に
掲
出
。

（
43
）

南
条
文
雄
『
懐
旧
録
』
一
七
頁
に
、「（
明
治
元
年
）
八
月
、
香
山
院
講

師
は
闡
彰
院
東
瀛
嗣
講
と
計
っ
て
本
山
に
具
申
し
、
高
倉
通
リ
上
馬
東
北

角
の
井
波
屋
敷
に
護
法
学
場
と
い
う
も
の
を
開
か
れ
た
。
或
い
は
こ
れ
を

単
に
護
法
場
と
称
し
た
が
、
目
的
は
高
倉
の
学
寮
生
を
は
げ
ま
し
て
破
邪

顕
正
の
護
法
の
手
段
方
法
を
講
究
す
る
に
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。

（
44
）

の
ち
に
起
こ
る
東
本
願
寺
内
の
紛
争
も
、
主
に
石
川
舜
台
・
渥
美
契

縁
・
篠
原
順
明
の
三
人
で
争
わ
れ
た
。

（
45
）

維
新
後
、
西
本
願
寺
と
の
和
解
が
進
め
ら
れ
た
際
に
、
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
た
の
が
白
華
と
西
本
願
寺
の
大
洲
鉄
然
で
あ
っ
た
（『
明
治
維
新

の
東
本
願
寺
』
奈
良
本
辰
也
・
百
瀬
明
治
著
、
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
六

十
二
年
）。

（
46
）

南
条
文
雄
『
懐
旧
録
』
三
八
頁
に
、
南
条
の
回
顧
録
と
し
て
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

得
度
し
た
私
は
、
即
日
護
法
場
に
入
っ
た
。
名
前
は
同
じ
護
法
場
だ
が
、

私
が
高
倉
学
寮
に
か
よ
っ
た
と
き
と
は
ま
る
で
内
容
が
変
わ
っ
て
い
た
。

当
時
は
破
邪
顕
正
の
た
め
の
護
法
場
と
い
う
こ
と
か
ら
耶
蘇
教
の
『
漢
訳

聖
書
』
ま
で
も
研
究
し
た
ほ
ど
だ
が
、
こ
の
と
き
は
む
し
ろ
漢
学
の
道
場

に
な
っ
て
い
た
。
寮
長
（
場
長
と
は
言
わ
ず
に
こ
う
呼
ん
だ
）
の
伏
成
と

い
う
人
は
広
瀬
淡
窓
の
門
人
で
、
豊
後
日
田
の
咸
宜
園
を
出
て
来
た
人
で



あ
っ
た
。
当
時
は
宜
園
流
の
詩
と
か
淡
窓
調
の
詩
吟
法
と
か
い
っ
て
大
変

も
て
囃
さ
れ
た
も
の
で
、
宜
園
は
詩
の
最
高
学
府
で
あ
り
淡
窓
は
詩
宗
の

雄
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
か
ら
、
寮
長
の
伏
成
師
が
淡
窓
の
家
風
を
と

り
入
れ
て
来
た
の
で
護
法
場
は
す
っ
か
り
宜
園
ふ
う
に
変
わ
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
詩
を
作
る
の
に
題
を
課
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
線
香
を
一
本
つ
け
、
そ

れ
の
と
ぼ
り
終
え
ぬ
う
ち
に
一
詩
を
作
る
こ
と
や
、
論
孟
諳
記
な
ど
い
う

こ
と
は
み
な
宜
園
ふ
う
の
規
矩
で
あ
る
。

（
47
）

こ
の
段
落
お
よ
び
次
の
段
落
は
、
村
上
重
良
『
国
家
神
道
』（
九
四
〜

九
六
頁
、
岩
波
新
書
、
一
九
七
〇
）
を
参
照
し
た
。

（
48
）

こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
明
治
二
年
七
月
八
日
、

も
と
の
昌
平
坂
学
問
所
内
に
置
か
れ
た
大
学
に
お
い
て
も
、
幕
藩
時
代
か

ら
の
漢
学
と
並
ん
で
国
学
の
科
目
と
教
員
が
置
か
れ
た
が
、
早
々
に
漢

学
・
国
学
の
間
に
内
紛
を
生
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
大
学
自
体
が
廃
止
さ

れ
、
同
四
年
七
月
十
八
日
に
至
っ
て
文
部
省
の
設
置
を
見
る
に
至
っ
た
。

（
49
）
「
江
藤
新
平
関
係
文
書
」
松
本
白
華
書
翰
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
50
）
『
近
代
大
谷
派
年
表
』
真
宗
教
学
研
究
所
編
、
東
本
願
寺
出
版
部
、
昭

和
五
十
二
年
。

（
51
）
「
江
藤
新
平
関
係
文
書
」
小
栗
憲
一
書
翰
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
52
）

こ
の
後
、
パ
リ
滞
在
中
に
白
華
は
島
地
と
往
来
し
、
そ
の
著
書
を
借
鈔

す
る
な
ど
し
て
い
る
の
で
、
急
速
に
近
代
的
な
考
え
方
を
吸
収
し
て
い
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。

（
53
）
『
白
華
航
海
録
』、
お
よ
び
白
山
市
立
松
任
図
書
館
所
蔵
『
雑
録
』
所
収

の
七
律
「
明
治
七マ
マ

年
八
月
廿
三
日
、
余
帰
自
欧
洲
、
船
着
於
横
浜
」
に
よ

る
。

（
54
）
『
日
本
幼
稚
園
史
序
説
　
関
信
三
と
近
代
日
本
の
黎
明
』、
国
吉
栄
、
新

読
書
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
55
）

前
掲
『
雑
録
』
所
収
の
七
絶
「
廿
七
日
入
東
京
」「
九
月
八
日
入
西
京

詣
大
谷

」「
辞
家
再
赴
東
京
」。
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（
56
）
『
白
華
教
部
省
雑
纂
』（
註
９
に
掲
出
）
所
収
の
白
華
の
履
歴
を
参
照
し

た
。

（
57
）

鹿
野
久
恒
『
傑
僧
石
川
舜
台
言
行
録
』（
仏
教
文
化
協
会
、
昭
和
二
十

六
年
）
一
三
三
頁
に
、
石
川
舜
台
の
回
顧
と
し
て
「
大
変
世
話
に
な
っ
た

三
条
実
美
・
江
藤
新
平
の
畠
卿
は
、
内
閣
の
騒
動
で
退
い
て
仕
舞
っ
た
。

そ
こ
で
江
藤
の
代
り
に
大
久
保
利
通
に
話
し
込
ん
で
…
…
…
」
と
の
記
述

が
あ
る
。

（
58
）
『
西
塘
丁
丑
詩
稿
』「
二
月
廿
二
日
与
逵
天
忱
滕
拝
石
、
同
探
梅
於
城
東

田
端
村
、
時
余
解
職
、
将
辞
東
京
、
句
中
故
及
」。

（
59
）
『
白
華
教
部
省
雑
纂
』（
註
９
に
掲
出
）
八
四
頁
。

（
60
）
『
西
塘
丁
丑
詩
稿
』。

※
本
論
文
は
一
章
を
川
邉
と
町
が
、
二
章
か
ら
五
章
ま
で
を
川
邉
が
、
六
章
か

ら
八
章
ま
で
を
町
が
担
当
し
た
。

謝
辞
　
本
論
文
作
成
に
あ
た
り
、
松
任
本
誓
寺
の
松
本
梶
丸
氏
な
ら
び
に
白

山
市
立
松
任
図
書
館
・
同
松
任
博
物
館
の
方
々
に
は
、
資
料
の
閲
覧
・
撮

影
等
に
ご
高
配
を
え
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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写真1（上）・2（下）：玉川吟社同人たちの集合写真（本誓寺所蔵）
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写真３：玉川吟社の図（長三洲画『玉川吟社小稿』第一集所収）

写真４：『玉川吟社詩』巻首（白山市立松任図書館所蔵）
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写真５：『香草詩餘』（左側：『香草詩餘』巻首　右側：巻首に附された香草吟社課題）

写真６：松本白華の詩稿にのこる広瀬旭荘の朱批写真７：松本白華の詩稿にのこる成島柳北の朱批
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